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平成２９年第１回牛久市議会定例会常任委員会議案付託表 

 

○ 産業建設常任委員会 

 

 議案第 １１号  平成２８年度牛久市小規模水道事業特別会計予算 

 議案第 １２号  平成２８年度牛久市一般会計補正予算（第７号） 

          別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

 議案第 １４号  平成２８年度牛久市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 議案第 １５号  平成２８年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第 １７号  平成２８年度牛久市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第 ２７号  牛久市道路線の認定について 

 議案第 ２８号  牛久市道路線の路線変更について 

 請願第  １号  農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 
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                午前１０時００分開会 

○板倉委員長 おはようございます。ただいまから産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日、説明員として出席した者は、市長、副市長、環境部長、経済部長、建設部長、環境部次

長、環境政策課長、廃棄物対策課長、経済部次長、農業政策課長、商工観光課長、建設部次長と

して岡野次長、藤田次長、長谷川次長、都市計画課長、施設整備課長、道路建設課長、道路維持

課長、下水道課長、農業委員会事務局長であります。 

 書記として中野君、飯田君が出席しております。 

 本委員会に付託されました案件は、 

 議案第 １１号  平成２８年度牛久市小規模水道事業特別会計予算 

 議案第 １２号  平成２８年度牛久市一般会計補正予算（第７号） 

          別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

 議案第 １４号  平成２８年度牛久市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 議案第 １５号  平成２８年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第 １７号  平成２８年度牛久市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第 ２７号  牛久市道路線の認定について 

 議案第 ２８号  牛久市道路線の路線変更について 

 請願第  １号  農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 

 以上８件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては所属を述べた後、議案説明、答弁をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 議案第１１号、平成２８年度牛久市小規模水道事業特別会計予算を議題といたします。議案第

１１号について提案者の説明を求めます。商工観光課長。 

○大里商工観光課長 おはようございます。商工観光課、大里と申します。よろしくお願いいた

します。 

 議案第１１号、平成２８年度牛久市小規模水道事業特別会計予算につきまして、御説明させて

いただきます。予算書の８ページ、９ページをごらんください。 

 小規模水道維持管理基金の預金利子が発生したことにより、１万５，０００円を歳入歳出同額

で計上するものでございます。以上でございます。 

○板倉委員長 これより議案第１１号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○板倉委員長 以上で議案第１１号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に議案第１２号、平成２８年度牛久市一般会計補正予算（第７号）別記記載の当該委員会の

所管事項についてのみを議題といたします。 

 議案第１２号について、提案者の説明を求めます。環境政策課長。 
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○大和田環境政策課長 おはようございます。環境政策課、大和田です。 

 環境政策課の補正予算について御説明申し上げます。 

 歳入から、まず御説明申し上げます。補正予算書１５ページになります。 

 款２０諸収入項５雑入目４雑入節３雑入の上から２行目です。損害保険補償金の９９０万円の

増額補正になります。これは、昨年８月に発生いたしましたＢＤＦ貯蔵庫の火災に伴う建物火災

保険７００万円と車両保険２９０万円になります。そのた、その下の売りさばき料になりますけ

れども、バイオディーゼル燃料売りさばき料、ペレット燃料売りさばき料は、売り上げの実績に

合わせて両方で８８６万６，０００円を減額したほか、雑入のところにございます雑草除去受託

料は、これは実績に合わせて１２２万５，０００円を減額いたしました。 

 なお、ＢＤＦ貯蔵庫の修繕につきましては、以前議員全員協議会等で御説明いたしましたけれ

ども、消防本部の指導をいただき現在復旧工事を行ってございます。今年度中に完成する予定で

ございます。 

 歳出につきましては、補正予算書２７ページから２９ページになります。 

 主なものといたしまして、２７ページ一番下になりますが、款４衛生費項１保健衛生費目４環

境衛生費０１０１「有害虫を駆除する事業」の委託料です。スズメバチの駆除費１００万３，０

００円、それと２９ページ、目６の雑草除去費０１０１「空き地の雑草除去を指導する」の委託

料、雑草除去の１１９万５，０００円は、委託事業費の確定に伴う減額となります。 

 そのほか、ペレットプラントの消耗品、修繕費、市役所本庁舎及び図書館の空調設備改修施工

管理費の契約差金等の金額に合わせ減額をいたしまして、環境政策課合計で１，２７６万５，０

００円を減額するものでございます。以上でございます。 

○板倉委員長 廃棄物対策課長。 

○栗山廃棄物対策課長 おはようございます。廃棄物対策課の栗山です。 

 廃棄物対策課所管の補正予算について御説明いたします。補正予算書の５ページをごらんくだ

さい。 

 継続イの補正、減額補正になります。 

 款４衛生費項２清掃費「清掃工場の延命化を図る」の事業は、当初、平成２９年度から平成３

１年度までの３年間の消費税を１０％で計上しておりましたが、消費税の増税が延期となったた

め、平成２９年度から３年間の税率を８％にして減額補正するものであります。 

 次に歳入でございますが、１５ページをごらんください。 

 款２０諸収入項５雑入目４雑入の中の上から５行目ですね、売りさばき料の回収資源売りさば

き料４２０万円の減額ですが、理由といたしましては、金属類の単価が下落したものにより減額

補正するものであります。 

 次に歳出でございますが、２９ページをごらんください。 

 款４衛生費項１保健衛生費０１０５「環境美化を進めて不法投棄を防止する」と、続きまして

款４衛生費項２清掃費「ごみ集積場を新設・移動・撤去する」、あと０１１１「資源物回収事業

に補助する」、あと３１ページになります。０１１２「行政区リサイクル事業を補助する」、０
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１１３「生ごみ処理機の購入と修繕に補助する」、０１１７「廃棄物減量等推進審議会を運営す

る」につきましては、今年度の執行実績に基づき減額補正するものであります。 

 次に、款４衛生費項２清掃費０１０２、２９ページですね、「一般廃棄物を収集する」と３１

ページの０１１５「生ごみ堆肥化事業を実施する」につきましては、委託契約時の契約差金によ

る減額補正となります。 

 以上が、廃棄物対策課の減額補正となります。よろしくお願いいたします。 

○板倉委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 おはようございます。農業政策課、神戸です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、当課所管の３月補正の概要を御説明させていただきます。 

 事業確定による減額補正がほとんどとなりますが、その中で主なもの２点について御説明させ

ていただきます。 

 補正予算書の３２、３３ページをごらんください。 

 上から２段目ですね。款６農林水産業費項１農業費目４畜産業費０１０１「畜産農家の生活環

境の向上を図る」こちらのほうですね、畜産強化の事業で、畜産クラスター事業において平成２

７年度ですね、本年度実施予定であった鉾田地区の事業が見送りになったことにより、今年度実

施をしないということが確定しましたので、歳入歳出ともに３億７,１６５万８,０００円を減額

するものとなります。 

 続きまして、その上ですね。０１１３「農地中間管理事業を推進する」こちらのほうは既に１

２月で補正をしたんですけれども、この事業をさらに追加で単価の上乗せがあったため補正する

ものです。農地中間管理機構を活用して農地の集積に協力した地域、あと農地の地権者と担い手

にメリット措置として交付するものなんですが、今年度実施した上太田地区と牛久南部地区です

ね、昨年度も実施しました牛久南部地区のこの２地区につきまして、５４９万９，０００円の協

力金を見込んでおりましたけれども、県のほうの基準を満たしたということでさらに単価の上乗

せがされることが確定しまして、その分の３２４万７，０００円の歳入歳出同額の補正を要求す

るものです。こちらにつきましては、全額が国のほうの負担でありますので、市の持ち出しのほ

うはございません。以上となります。 

○板倉委員長 商工観光課長。 

○大里商工観光課長 商工観光課所管の主な補正予算について御説明させていただきます。 

 補正予算書３２、３３ページをごらんください。 

 中ほどになります。款７商工費項１商工費目２商工業振興費０１０７「ハートフルクーポン券

事業を支援する」１４９万５，０００円の減額となります。こちらは平成２８年度からクーポン

券発行事業を商工会に移管したことで商工観光課で非常勤職員を任用しなかったことにより、報

酬及び旅費を減額するものでございます。 

 続きまして、そのすぐ下でございます。０１０８「企業を誘致し進出希望企業を審査する」報

償費２５２万円の減額でございます。こちらは今年度、日本アトマイズ加工株式会社、日本メク

トロン株式会社の２社につきまして、企業誘致奨励金の交付額が確定したことにより減額するも
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のです。以上でございます。 

○板倉委員長 都市計画課長。 

○山岡都市計画課長（まちづくり推進室長及びエスカード対策室長兼務） 都市計画課、山岡で

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは、私から都市計画課所管の主な内容を御説明させていただきます。 

 まず５ページをごらんください。 

 第３表繰越明許費でございますが、款８土木費項４都市計画費の「田宮西近隣公園を整備す

る」、「牛久運動公園の駐車場を整備する」、「市民とともに中央地区のまちづくりを実践す

る」までの３事業につきましては、関係各所の調整に時間を要したことなどにより、各工事費に

ついて、年度内の完了が困難となったことから平成２９年度に繰り越しをさせていただくもので

ございます。 

 次に歳入でございますが、１０ページ、１１ページをごらんください。 

 ５番目の款１４国庫支出金項２国庫補助金目５土木費国庫補助金節３都市計画費補助の社会資

本整備総合交付金（旧まち交）西部地区、東部地区につきまして、都市再生整備計画事業評価業

務委託に対する補助額の確定に伴い１３１万円を増額するものでございます。 

 次に１２、１３ページをごらんください。 

 ５番目の款１６財産収入項２財産売り払い収入目１不動産売り払い収入節１土地・建物売り払

い収入につきまして、当課所管分としまして市道２３号線の残地及び６号バイパスの払い下げに

よりまして１，７２９万１，０００円のうち４８３万５，０００円を増額するものでございます。 

 続きまして歳出でございますが、３２ページ、３３ページをごらんください。 

 一番下になりますが、款８土木費項２道路橋梁費目２道路維持費の０１０６「市内道路の路面

を清掃する」につきましては、委託事業費確定のため３７１万５，０００円を減額するものでご

ざいます。 

 続きまして３６ページ、３７ページをごらんください。 

 １番目、款８土木費項４都市計画費目１都市計画総務費の０１０７「都市計画を適正に管理す

る」につきましては、都市再生整備計画事後評価業務委託事業費確定などにより３０５万７，０

００円を減額するものでございます。 

 次に二つ下、目３公園費の０１０２「公園・緑地・街路樹を維持管理する」につきましては、

非常勤職員の勤務体制の変更及び消耗品・備品購入の執行残によりまして、５５２万２，０００

円を減額するものでございます。 

 次に、その二つ下になります。０１０５「都市公園や一般公園を安全に管理する」につきまし

ては、公園施設長寿命化計画の見直しを先送りしたことにより、委託料につきまして１，２２０

万円を減額するものでございます。 

 その下、０１０９「田宮西近隣公園を整備する」につきましては、経費縮減のため全体的な整

備内容の見直しを行ったことにより、１，１０６万４，０００円を減額するものでございます。 

 その下、０１１２「牛久運動公園の駐車場を整備する」につきましては、平成２９年度に予定
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しておりました工事費の一部を国庫補助の一部前倒しにより８８０万円を増額するもので、先ほ

ど御説明させていただきましたが、全額繰り越しさせていただくものです。 

 次にその三つ下、目６駅周辺整備費の０１０２「駅商工施設を維持管理する」につきましては、

昇降機保守点検、昇降機維持補修工事の事業費確定などにより３３９万４，０００円を減額する

ものでございます。以上でございます。 

○板倉委員長 施設整備課長。 

○榎本施設整備課長 施設整備課の榎本です。よろしくお願いいたします。 

 施設整備課所管の補正予算について御説明させていただきます。 

 まず、お手元の資料１０から１１ページ、款１３使用料及び手数料項２手数料３土木手数料節

２都市計画手数料のうち開発許可手数料、こちらは８０万円の減額となってございます。理由と

いたしましては、前年度と比べて宅地造成や大規模な開発行為が少なかったことにより、実績に

基づく減額となってございます。 

 同じく１０から１１ページの款１４国庫支出金項２国庫補助金節５土木費国庫補助金の節２住

宅費補助金、この中の２項目めになります。社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金（３分

の１））こちらが１３万６，０００円の減額です。内容といたしましては、宅地耐震化推進事業

におけます大規模盛土造成地調査委託の補助金、国の補助率が３分の１となってございますが、

こちら入札により差金が生じたため、補助の確定後の差額分の減額となります。 

 続きまして、１２から１３ページをごらんください。 

 款１５県支出金項２県補助金４土木費県補助金１住宅費補助金、宅地耐震化推進事業補助金

（６分の１）、こちら６万８，０００円の減額となってございます。こちらは、先ほどと同じく

宅地耐震化推進事業におけます大規模盛土造成地調査委託の補助金で、県の補助分、補助率が６

分の１となってございますが、こちら入札による差金が生じ補助が確定したため、その差額分の

減額となってございます。 

 続きまして、歳出になります。資料の３２から３３ページをごらんください。 

 款８土木費項１土木管理費２建築指導費節１３委託料０１０３「宅地耐震化事業を推進する」

１３委託料、地盤調査１８万１，０００円の減額です。こちらは先ほど御説明いたしました大規

模盛土造成調査委託の入札による事業費が確定したため、その入札差金から留保分を差し引いた

不用額として、１８万１，０００円を減額するものです。 

 施設整備課の補正については以上になります。 

○板倉委員長 道路建設課長。 

○藤木道路建設課長 道路建設課、藤木です。よろしくお願いいたします。 

 それでは私のほうから道路建設課所管の内容につきまして、御説明いたします。 

 まず、５ページをごらんいただきたいと思います。 

 第３表繰越明許費でございますが、款８土木費項２道路橋梁費の「市道２３号線（北側延伸第

２工区）を改良舗装する」から「市道８号線を改良舗装する（経済対策分）」までの７事業につ

きましては、用地交渉及び電柱移設等に時間を要しているため年度内の完了が困難となったこと
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から、平成２９年度に繰り越しをさせていただくものでございます。 

 次に歳入でございますが、１０ページ、１１ページの一番下の欄をごらんください。 

 款１４国庫支出金項２国庫補助金目５土木費国庫補助金節１道路橋梁費補助金の四つの社会資

本整備総合交付金につきましては、いずれの交付金も国からの交付が予定していた額より少なか

ったため、四つの交付金を合わせまして４，７４９万３，０００円を減額するものでございます。 

 続きまして、歳出についてでございますが、３２、３３ページの一番下の欄をごらんください。 

 款８土木費項２道路橋梁費目３道路新設改良費の０１０１「道路事業を企画調整する」、済み

ません、３５ページに移りまして、０１０８「市道２３号線（南側延伸分）を改良舗装する」、

それから０１０９「旧まちづくり交付金事業で東部地区の市道を改良舗装する」、それから０１

１０「奥野地区の市道を改良舗装する」この四つの事業につきましては、事業費がほぼ確定した

ことによりまして、執行残として企画調整が５２万６，０００円、２３号線の南側が２００万円、

まち交の東部が６５万９，０００円、奥野地区が１７６万９，０００円をそれぞれ減額をするも

のでございます。 

 次に、済みません、一度３３ページに戻っていただきまして、一番下です。０１０２「市道２

３号線（北側延伸第二工区）を改良舗装する」、済みません、また３５ページに移りまして、０

１０５「市道８号線を改良舗装する」、それから０１０７「狭隘道路を拡幅整備する」の３事業

につきましては、歳入のほうでも御説明したとおり、国からの交付金が予定していた額より少な

かったため、歳出もそれに合わせ減額をするもので、２３号線の北側延伸第二工区につきまして

は３，４０７万６，０００円、８号線が１，８６６万５，０００円、狭隘道路が７８４万６，０

００円をそれぞれ減額するものでございます。 

 最後に、その下にあります０１１１「通学路の安全確保のため市道を改良舗装する」事業につ

きましては、一部の路線で事業費が確定したこと及びこの事業で国道６号の牛久市役所入り口交

差点のぶどう園通りに右折レーンの設置を予定しておりましたが、土地の境界確定測量におきま

して、ちょっと周辺の土地の所有者の同意が得られなかったということがございまして、事業の

ほうを一旦ちょっと予算を落とさせていただくと、一時休止をさせていただくということで、２，

１７８万９，０００円を減額するものでございます。以上でございます。 

○板倉委員長 道路維持課長。 

○山田道路維持課長 道路維持課、山田です。よろしくお願いいたします。 

 道路維持課所管の内容につきまして、御説明いたします。 

 ５ページをごらんください。 

 第３表繰越明許費補正款８土木費項２道路橋梁費、事業名が「のり面対策工事を実施する（経

済対策分）」４，２００万円ですが、工事発注の内容確認に時間を要し、今回の補正で繰り越し

をお願いしまして平成２９年度に工事発注したく、よろしくお願いいたします。 

 次に、歳出でございます。３２ページ、３３ページをごらんください。 

 款８土木費項２道路橋梁費目１道路橋梁総務費「道路台帳を加除修正する」ですが、契約金額

確定に伴い、委託費を６１万８，０００円減額するものです。 
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 続けて、次の目２道路維持費「道路施設を維持補修する」でございますが、区画線設置工事と

ストックヤード整備工事の確定に伴い、１５０万円減額するものでございます。 

 次に、目３道路新設改良費「市道を改築整備する」ですが、ごめんなさい、３４ページと３５

ページになります。市道２９９０号線カントリーラインの舗装工事の確定に伴い３０万円減額す

るものでございます。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○板倉委員長 下水道課長。 

○野島下水道課長 下水道課、野島です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、補正予算下水道課所管の内容につきまして、御説明いたします。 

 まず５ページをごらんください。 

 第３表繰越明許費でございますが、款８土木費項２道路橋梁費の中段ちょっと下になります、

「旧まちづくり交付金事業で西部地区の雨水排水施設を整備する」こちらにつきましては、下町

緑地調整池整備におきまして、用地交渉に時間を要したため年度内の完了が困難となったことか

ら、平成２９年度に繰り越しをさせていただくものでございます。 

 次に、歳入でございます。１０ページ、１１ページをごらんください。 

 一番下の欄になります。款１４国庫支出金項２国庫補助金目３衛生費国庫補助金節１保健衛生

費補助金のうち、排水処理施設等整備費補助金（３分の１）でございますが、こちら合併浄化槽

設置補助といたしまして、国の補助交付額決定に伴い１９０万円を減額するものでございます。 

 次に１２ページ、１３ページをごらんください。上から３段目の欄になります。 

 款１５県支出金項２県補助金目２衛生費県補助金節１保健衛生費補助金、こちらの廃棄物処理

施設整備費補助金、こちらにつきまして、同じく合併浄化槽設置補助として補助交付額確定に伴

い８３０万９，０００円を減額するものでございます。 

 続きまして、歳出でございます。２６ページ、２７ページをごらんください。 

 下の欄になります。款４衛生費項１保健衛生費目４環境衛生費０１０３、一番下になります

「合併処理浄化槽の設置を助成する」でございますが、先ほど歳入で御説明しましたとおり、

国・県からの補助交付額の確定に伴い、１，２５０万７，０００円を減額するものでございます。 

 次に３４ページ、３５ページをごらんください。 

 款８土木費項２道路橋梁費目４排水路整備費０１０２「根古屋川緑地を整備する」でございま

すが、調整池用地の借地につきまして、根古屋川緑地整備、進捗がなかったことに伴い借地面積

もふえなかったため、３０万１，０００円減額するものでございます。 

 次に、一番下の欄、款８土木費項３河川費目１準用河川費０１０１「準用河川を維持管理す

る」でございますが、雑草除去業務委託の執行額確定に伴いまして、請負差金２９万７，０００

円を減額するものでございます。 

 最後に３６、３７ページ上の欄になります。 

 款８土木費項４都市計画費目２公共下水道費０１０１「公共下水道事業特別会計操出金」でご

ざいますが、下水道事業特別会計における事務事業の執行額確定及び今後の執行見込み額による
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不用額等の調整に伴いまして、４，１８７万９，０００円を減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○板倉委員長 農業委員会事務局長。 

○結速農業委員会事務局長 農業委員会事務局、結速です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、農業委員会所管の補正予算について御説明いたします。 

 ３０、３１ページ下段の款６農林水産業費項１農業費目１農業委員会費の１３９万２，０００

円の減額でございますが、報酬の執行残によりまして減額計上するものであります。以上です。 

○板倉委員長 これより議案第１２号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。遠藤委員。 

○遠藤委員 それでは、１２ページ、１３ページの財産収入の不動産売り払いの分のところです。 

 今、課長のほうから説明がありました市道２３号線の残地、６号バイパスの払い下げというこ

となんですが、もう少しここを詳しくお願いしたいと思います。 

 それと、１４ページ、１５ページの保険賠償、損害保険の９９０万円の歳入ですね。この内容

を、今修繕に当たって今年度中にこちらが終了するという説明でありましたが、ちょっと全体的

なものを少し教えてください。 

 それと……済みません、合併浄化槽のところなんですね。２６、２７、歳入との関係もあるん

ですが、確定に伴いこの１，２５０万７，０００円を減額するということなんですが、当初の見

込みが何基だったのか、そして何基が確定だったのかというところをもう少し詳しくお願いしま

す。 

 それと、３２、３３ページの畜産業費のところの畜産農家の生活環境３億７，１００万円、平

成２７年度からのクラスター事業のようなことをおっしゃっていましたけど、これですね、金額

が大きいんですけど、事業計画の変更というか、本年度はしないということだったんですが、か

なり大きい金額なんですね。ですから、この方がまたこういうような計画を立てられ、補助があ

れば再度このようなことが起こるのかどうか、その辺を確認したいと思います。 

 それと……いいですか。（不規則発言あり）じゃあちょっとここまでで、はい。 

○板倉委員長 都市計画課長。 

○山岡都市計画課長（まちづくり推進室長及びエスカード対策室長兼務） それでは、私のほう

から土地売り払いの収入につきまして、御説明させていただきます。 

 まず、市道２３号線の残地の売り払いになりますが、面積が７２．６８平米、こちらは１筆で

すね。こちら購入当時の単価ということで、隣接する所有者の方、面積が狭小であるということ

で、そちらの方に払い下げのほうを実施しております。それから６号国道バイパスにつきまして

は、国道事業の実施者のほうから、国道６号バイパスを整備するに当たりまして、牛久市のほう

で根古屋川の改修に伴いまして取得していました残地、こちら３筆になりますが、トータルで３

筆合計で１３０．２平米ということで、こちらちょっと場所によって単価は違いますが、６号国

道のほうのそちらで不動産鑑定をした金額で払い下げのほうを実施しております。以上です。 

○板倉委員長 環境政策課長。 
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○大和田環境政策課長 遠藤委員の御質問にお答えします。 

 保険金の収入の件なんですけれども、まず先ほど言いました２９０万円のほうがパワーゲート

車、車両のほうの保険金になって、建物のほうが７００万円ということになります。２９０万円

の車両のほうはもう１１月２２日に入金され、代替車は購入しております。７００万円のほうは

工事完了後に支払いの証拠書類をつけて請求するようになりますので、まだ入金はされておりま

せん。その改修工事と一緒に今行っているのが、消防のほうから９月１日、２日に査察が入りま

して、少量危険物取扱所からもっと大量の製品をつくれる危険物取扱所のほうに変更したほうが

いいでしょうという指導を受けまして、その工事と一緒に現在行っております。建屋のほうが１，

４００万円ちょっとぐらいの事業で行っていまして、ＢＤＦをつくる製造機のほうで８６４万円

の工事を一緒に行ってございます。以上でございます。 

○板倉委員長 下水道課長。 

○野島下水道課長 それでは、浄化槽についての御質問にお答えいたします。 

 当初予定をしていたのが６０基、それで確定数としましては４６基でございます。以上です。 

○板倉委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 それでは、畜産クラスターの再度の計画ということでの御質問にお答えい

たします。 

 現段階では事業見送りということで受けておりますけれども、今後地元との調整が整えば再度

申請ということも考えられると思っております。以上です。 

 済みません、あと先ほど平成２７年度実施と私言ってしまったかと思うんですけど、本年度の

平成２８年度実施予定の鉾田地区ということで訂正をお願いします。 

○板倉委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 それでは、再質問します。 

 まず土地のほうなんですけど、それぞれの単価ですね、それがどうだったのかということ。そ

れと、市道２３号線の残地については購入者が隣接の方というふうに受けたんですが、その辺の

扱いですね、どういうふうなことでそうなったのか。あと、金額ですね。多分不動産鑑定等をか

けられたのではないかと思いますが、その辺ももう一度確認をしたいと思います。それと、６号

のほうの払い下げのほうもその金額を伺いたいと思います。 

 それと、ＢＤＦの火災によってということなんですが、全体的なこの車両等、建物の保険のこ

とについては了解しました。それで、全体的な工事ですね。それがどういうふうになっていくの

かというところ、今１，４００万円という数字がちょっと出たんですが、その辺のことを伺いた

いと思います。 

 浄化槽のところ、６０基を予定して４６基が実際にということなんですが、この辺ですね、当

初予定したのが全て事業として確定するのにやはりこれだけの、最終、平成２８年の３月ぐらい

にならないと確定できないのかどうか、その辺の流れを伺いたいと思います。 

 それだけで結構です。 

○板倉委員長 都市計画課長。 



 - 13 - 

○山岡都市計画課長（まちづくり推進室長及びエスカード対策室長兼務） それでは、土地の売

り払いに関しましてですが、まず市道２３号線の残地につきましては、先ほどちょっとお話しし

ましたが、隣接する土地所有者、家屋が建っている方ですが、そちらの方から払い下げの要望が

ありまして、単価としましては道路用地を買収したという同じ単価ですね。単価が平米当たりで

４万７，５００円、こちらの金額で払い下げを行っております。それから国道６号線につきまし

ては、３筆あるんですが、そのうち単価として１万５，１００円掛けるこちらが９４．６２平米

です。こちらが１４２万８，７６２円になります。それからもう２筆になりますかね、単価が平

米９，６００円の３５．５８平米、３４万１，５６８円。以上となります。 

○板倉委員長 環境政策課長。 

○大和田環境政策課長 遠藤委員の再質問にお答えいたします。 

 工事の内容についてなんですけれども、１，４２０万円という金額になるんですが、まず復旧

工事のほうで大体半分、７００万円ぐらいになりまして、あと消防の指導のほうで、少量危険物

取扱所から危険物取扱所に改修するほうが半分ぐらいになるんですけれども、まず製造施設の建

屋なんですが、周りとの空地を３メートルあけるしかないんですが、ちょっとあかないところが

ありまして、そこに防火壁を設置しまして火が移らないような形にしております。また、貯蔵庫

につきましては、メタノールとＢＤＦのほうの貯蔵するところを分けなければいけないというこ

とで、真ん中に仕切りをつけまして両方の危険物を取り扱えるような形で修繕を行っております。 

○板倉委員長 環境部次長。 

○梶環境部次長 済みません、補足します。 

 今回の工事につきましては、プラントとそれから貯蔵庫があるんですけれども、貯蔵庫と３棟

分の工事をしなければならなくなりました。 

 まず燃えてしまった倉庫につきましては、修繕になります。修繕でも先ほど課長から説明があ

ったとおり、プラントのほうの改修もありまして、基本的にはプラントの中にあったメタノール

を入れる部分について、それを隣の施設に出したほうがいいだろうという御提案をいただいてい

ます。隣に小さい建物がありまして、それがメタノールの貯蔵庫になっていたんですが、その貯

蔵庫の中に反応するタンクを入れるような工事になります。その工事について、先ほど申し上げ

ましたとおり８００万円ほどの製造機の工事が入ります。それ以外にプラントのほうで外側にタ

ンクを設けているんですが、１９８０リットル入るタンクが２棟あるんですけれども、そことプ

ラントの間に防火壁を設けて、材質を変えて今のような壁ではなくて防火壁にしたほうがいいだ

ろうという御提案をいただきまして、指導がありまして、その指導に基づきましてプラントのほ

うを直しています。あとは防油堤というんですか、油が漏れ出したときに当初防油堤を追加した

ほうがいいだろうということでその防油堤を追加したこと、それから倉庫について、先ほど課長

が申し上げたとおり真ん中で二つに区切りまして、それも防火壁で区切りまして、メタノールの

貯蔵庫と原料、ＢＤＦとの貯蔵庫を別にするという考え方で、今御指導を受けた部分で工事を進

めているところでございます。今月いっぱいで工事は終わる予定でございます。以上です。 

○板倉委員長 下水道課長。 
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○野島下水道課長 お答えいたします。 浄化槽につきましては、まず国のほうから内示は６月

等に来るんですけれども、その時点で４６基という数字でまず受けつけは締め切らせていただい

ています。その後、うちの牛久市のほうからこういう内容でこういう、例えば５人槽を何基とい

うような形で受けつけた申請のものを国に報告をしています。報告の内容を国で精査をして、最

終的に最終決定通知というものが来るのがどうしても１月になってしまうということで、今のタ

イミングになっているということでございます。以上です。 

○板倉委員長 杉森委員。 

○杉森委員 おはようございます。４点だけお聞きいたします。 

 １６、１７ページの一番下の「空き家対策会議を開催する」というところですけれども、新年

度から空き家対策課というのも設けられてやっていくというふうに聞いておりますが、新年度の

活動計画というのはどういうふうなものとして立てられているのかというのを聞きたいと思いま

す。それと、次のページにバンク運営負担金という形になっているわけですけれども、この空き

家バンクの運営というのはどういうふうに想定されているのか、その点について聞かせていただ

きたいと思います。 

 次に、２８、２９ページのところで、一番上の枠の一番下の０１１８の「ペレット燃料を購入

する」というところ、これはその上のＣＯ₂ 排出抑制対策というふうなことでペレットストーブ

を使っていくということとも絡むと思うわけですけれども、私が町内を回っていて感じるのは、

ペレットストーブという形に切りかえることによってどの程度節電というのが実行できたのかと

いうのが一つお聞きしたいということと、それと節電だけではなく総費用として、エネルギー費

用としてですね、どうだったのかということについて、簡単に聞かせていただければと思います。

それと、ストーブが適している建物と適していない建物というのはやっぱりあるんではないかと

思うわけですけれども、今後このストーブというものについてはどのように考えようとしている

のかということについて、見解をお聞きしたいと思います。 

 次に、同じページの一番下の枠のじんかい処理費のところですけれども、廃棄物自体の量がち

ょっと前のときにはちょっとふえたというふうに聞いたわけですけれども、私は特に生ごみの問

題と雑紙の問題は注目しているところなんですが、生ごみについては増減はどうなっているのか

ということをお聞きしたいと思います。それと、特に刈谷のほうでは生ごみを資源化ということ

でやってきたわけですけれども、これについては処理をしていただいている企業との契約期間と

いうのはいつまでになっているのかということをお聞きいたします。それから雑紙については、

その資源回収率というのが今どんな状況になっているのかということと、今後の問題について考

えがあればお聞きしたいと思います。 

 それから３０、３１ページの真ん中の０１０１「就労者団体と連絡調整する」の中小企業退職

金共済制度の加入促進ということで、私はこれ大変大事な制度ではないかと思っているわけです

けれども、加入率、事業所ベースと労働者ベースでどういうふうな推移になっているのか、簡単

にお聞かせいただきたいと思います。 

○板倉委員長 都市計画課長。 
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○山岡都市計画課長（まちづくり推進室長及びエスカード対策室長兼務） それでは、私のほう

から空き家対策に関しまして御説明させていただきます。 

 現在、平成２８年１０月に設置されました牛久市空き家等対策協議会において、空き家等の対

策を総合的かつ計画的に実施するため、空き家等対策計画の策定に向け協議を行っております。

まず、現在空き家対応のためには、市内空き家の実態把握、苦情対応、空き家の利用促進など、

多岐にわたる空き家対策について、集中的で迅速な対応を図ることが必要となってきております。

先ほど委員からもお話がありましたように、４月から空き家対策課のほうが専門部署として設置

されて事業を実施していくこととなっております。現在、条例に基づきまして助言・指導、こう

いったものを管理不全の空き家に対して行っておりますが、今後未改善な空き家等につきまして

は、財産権の制約なども含みますが、慎重に対処していかなければならないと思っております。 

 一方で、市民の財産・生命等を守る必要があることから、国の特別措置法も設定されておりま

して、特定空き家ということで認定し、代執行も実施できるということになっておりますので、

そちらの代執行も視野に入れて事業のほうは進めていきたいと考えております。 

 また、空き家等の利活用に関しても大事なことになりますので、空き家バンク等の創設ですね、

そちらも今要綱等の整理を行っているところでございます。 

 また、空き家の利活用に関しては、空き家のリフォームや解体等も必要となってきますので、

それらへの支援の制度の創設もあわせて今検討をしております。また、空き家の予防、空き家に

なる前にそういった予防とか啓発ということで、今後チラシによる啓発とかアンケートの実施、

そういったものも実施していきたいということで考えております。 

 それからバンクの運営につきましては、空き家等を効率よく適正に流通させるために、空き家

バンク制度を創設して空き家の売り手と買い手の情報整理を行うとともに、専門家であります宅

地建物取引業協会と協定を締結して、情報を共有しながら迅速な流通を図る仕組みの検討を今進

めているところでございます。以上です。 

○板倉委員長 環境政策課長。 

○大和田環境政策課長 杉森委員のペレットの件についてお答えします。 

 ペレットストーブを導入してどのぐらい節電効果が出たかということになるんですけれども、

ペレットストーブですとほかの要素もいろいろ兼ね合いまして見えづらいところがありまして、

節電というところではうまく出てきていないような形になっております。 

 ＣＯ₂ 削減につきましては、薪ストーブとペレットストーブ合わせまして年間で１０９トンＣ

Ｏ₂ 削減になるような計画で実施をしております。今年度、市役所、学校関係で販売したペレッ

トなんですけれども、９５万円ほど売り上げは上がっております。 

○板倉委員長 環境部次長。 

○梶環境部次長 あと、建物の関係でペレットストーブを今後どうするかというお話なんですが、

この計画を立てたとき、ＣＯ₂ の削減の計画を立てたときには３分の２の補助を環境省からいた

だけるという条件がございました。ペレットストーブも安いものではございませんので、今後は

そういったもし補助があればということ、そういった、何て言うのかな、補助的なものがあれば
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考えてはいけると思いますけれども、単費で入れていくというのはちょっとまだそぐわないかな

というところがあります。 

 それからペレットの生産量につきまして、今年度に最終的な冷温水器等が入りましたので、そ

この使用状況も見ながらでないと生産自体のバランスがとれるかどうかちょっとわからないとこ

ろがありまして、ことしいっぱいは検証させていただこうかと思います。以上です。 

○板倉委員長 廃棄物対策課長。 

○栗山廃棄物対策課長 杉森委員の御質問にお答えいたします。 

 牛久市のごみの現状なんですが、現在微増という状況で、家庭系のごみは減っているんですけ

れども、事業所、ちょっとこれのごみ、要するに大きな百貨店とかスーパーができておりますの

で事業系のごみが若干ふえていますので、あと小さい商店とか、いろんなものが事業活動が活発

になってきていると思われるんですが、そうするとその関係で事業系のごみが少しふえています。

その関係で牛久市のごみというのは若干ふえております。 

 もう一点なんですが、可燃ごみの中の生ごみと雑紙の件ですが、ことし集積場の実態調査とい

うのを行いました。その結果を見て、両方あわせて約７割から８割の量がこれは含まれておりま

す。生ごみなんですが、生ごみのほうは今後水分を切って乾燥させて出してもらって、生ごみの

量というか、減らしてもらうということを考えております。雑紙については資源化できるものも

ありますので、これは今現在市議会が始まりましたので、その中で検討しながらリサイクルでき

るものはリサイクルしていこうかと思っております。 

 最後に刈谷なんですが、委託業者なんですが、これは生ごみの堆肥化をする業務委託と収集運

搬の委託をしております。これは毎年１年ずつの契約になっております。以上です。 

○板倉委員長 商工観光課長。 

○大里商工観光課長 中小企業退職金共済制度の加入率及び推移の御質問にお答えをさせていた

だきます。 

 今年度、平成２８年度は３９社１０４名に対しまして７３万６，８００円を交付したところで

ございます。加入率という御質問なんですけれども、これまでこの事業で加入率を把握するとい

うことをしてまいりませんでしたので、勤労者退職金共済機構などから情報を入手して今後は把

握するように努めてまいりたいと思います。以上でございます。 

○板倉委員長 杉森委員。 

○杉森委員 空き家対策のところでは、今後対策計画を作成していきたいというふうなお話だっ

たんですけど、これはいつごろをめどに作成する、仕上げるという予定なのかということについ

てお聞きします。 

 それからペレットストーブのところですけれども、これは一番最初のときの、うろ覚えなんで

ちょっと勘違いしているかもわかりませんけれども、そもそもペレットのあれをつくるときにい

われていたのは、間伐材を有効利用するということで始まったかというふうに思うんですよね。

それが結局、今の機械だと間伐材が使えないと、壊れちゃうと、機械がですね。そういうふうな

話でいつの間にやら何か建設関係の業者から廃材を引き取ってそれをペレットの原材料として使
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っていくという形になったかなと思うわけですけれども、そもそもこれ自体の位置づけが変わっ

てきている中で、その事業自体をこれからどういうふうに考えるのかというところについては、

何か今検討されていることがあれば、お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、生ごみのところについては乾燥という形で減量化していきたいということで出され

ていたかと思いますけれども、具体的にはどういうふうにやろうとしているのかということにつ

いて、お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、雑紙については今後の課題としたいということですけれども、具体的に何か考えて

いることがあればお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、私も刈谷に住んでいるんでよく聞かれるんですが、いつまで続けますかということ

がよく聞かれるんですよ。今のですね。それについて、何か既に決めていることがあれば、お聞

かせいただきたいと思います。 

○板倉委員長 都市計画課長。 

○山岡都市計画課長（まちづくり推進室長及びエスカード対策室長兼務） 空き家等対策計画の

作成時期ということなんですけれども、こちら先日２月２０日に第２回の空き家対策等協議会を

開催いたしまして、そちらで計画の素案のほうを提示させていただきました。そこで委員の方々

からさまざまな御意見をいただきましたので、ただいまそちらの内容の修正を行っております。

こちら、第３回の協議会を５月に予定しておりますので、そちらの協議会のほうで再度委員の皆

様方に確認いただきまして、その後パブリックコメントのほうを予定しております。そういった

ことを考慮しまして、平成２９年度の前期には作成のほうをしたいと考えております。以上です。 

○板倉委員長 環境部次長。 

○梶環境部次長 杉森委員の再質問のほうにお答えいたします。 

 まず材料なんですが、当初確かに間伐材というか、伐採した木を使って事業を運営していくと

いうお話をさせていただいております。実際、今もストーブに使っているものにつきましては、

こういった市内から出てきた伐採木を使ってつくっている「全木ペレット」というものを使って

います。それが年間で、市役所だけで約４０トン程度の消費を見込んでおります。 

 ただ冷温水器につきましては、申しわけないんですが、導入が決まりましてその後のテストの

結果でどうしても難しい、壊れる可能性が出てきてしまったので、それにつきましては先ほど廃

材というお話が出たんですが、建築廃材ではなくてハウスメーカーの工場から出ている端材をい

ただいています。内容的には、何て言うか、化学物質が入っているような材料ではなくて無垢材

をいただいているという状況でございます。 

 事業につきましては、今後は同じような形で今の機械の能力いっぱいいっぱいのところでやっ

ていこうというふうに、今考えているところでございます。以上です。 

○板倉委員長 廃棄物対策課長。 

○栗山廃棄物対策課長 杉森委員の再質問にお答えします。 

 生ごみについてですが、やはり水切りの徹底ということで、水切りの徹底、これをＰＲしてい

きたいと思っております。あとは現在も生ごみ処理機の補助を出していますので、そちらのＰＲ
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もしていきながら、生ごみ処理をしていきたいと思います。 

 雑紙なんですが、やはりこれはリサイクルできるものですので、審議会の中で審議していただ

きまして、資源物の雑紙としてリサイクル可能であればそういうふうに分別していくような収集

方法を検討していきたいと思います。 

 刈谷の件もいつまでということなんですが、こちらのほうも審議会に諮問してありますので、

そちらのほうで検討していきたいと思います。以上です。 

○板倉委員長 小松崎委員。 

○小松崎委員 それでは、１点だけ質問します。 

 ３３ページの０１０８「企業誘致進出希望企業を審査する」というところですけれども、先月

圏央道が県内全線開通ということになりました。２月２６日ですね。これは当初からわかってい

たということで、こういった既にわかっていたというふうなことで、具体的にどういうふうな取

り組みをしてきたのかということで、まずお聞きをします。まずそれですね、よろしくお願いし

ます。 

○板倉委員長 商工観光課長。 

○大里商工観光課長 ただいまの御質問にお答えをさせていただきます。 

 企業誘致につきましては、不特定多数の企業にダイレクトメールを送ったりですとか広告を打

ってアピールするなどして、新たな進出希望企業を掘り起こすというやり方もあるかと思います

けれども、企業側の視点に立ってみますと、市外にある自社工場ですとか事業所を集約したり、

関連企業や取引先などの進出を促すといったことが現在主流となっている考え方でございます。

これは、企業が進出先を決めるときに自社の事業所の集約による効率化や取引先などとの関係強

化を理由に進出先を決めることが多くなってきていることが要因として挙げられます。今後の企

業誘致につきましては、既存の立地企業としっかり良好な関係性を長期的・継続的に維持し、深

めていくことが大切だと考えております。圏央道の県内区間が全通したということで、最近物流

関係の企業ですとか倉庫業の問い合わせが、現在空いているホギメディカルの保留地ですね、そ

ちらに対する問い合わせが現在多くありますので、今後につきましても県と開発公社と協力をし

ながらそちらの誘致のほうに努めてまいりたいと思います。以上でございます。 

○板倉委員長 小松崎委員。 

○小松崎委員 具体的な取り組みなんですね。今お話しいただいたのはわかるんですけども、具

体的にどういうふうな企業にこうやった、あとは出かけていって話を詰めて、「どこどこでどう

いうふうなことをやろう」というふうなことで活動したとか、そういう具体的なことをお願いし

ます。 

○板倉委員長 商工観光課長。 

○大里商工観光課長 ただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

 先ほども申し上げましたけれども、企業としっかり良好な関係を結ぶということが大切だとい

う認識のもとに、企業のほうに、既にそれは進出している企業なんですけれども、そちらに訪問

いたしまして企業の要望を聞いたりですとか、あとは企業が開催するイベントに積極的に参加す
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るなど、やはりその良好な関係を結ぶということで今重点的に行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○板倉委員長 小松崎委員。 

○小松崎委員 これは根本市長も「トップセールスでやる」というふうなことで断言をしていま

すので、今後に向けて、改めて根本市長にこの企業の誘致について、ここちょうど社会情勢とい

いますか、この茨城県の交通網の体系というものも大きく変わりつつありますので、一言、根本

市長に決意のほどをお願いします。 

○板倉委員長 市長。 

○根本市長 きょうの新聞でございましたが、いろんな土地の工事も非常に茨城県は上昇という

ことで、工業団地のほうの土地の工事も非常に好調だという話をきょう新聞で見ました。そうい

うことで、今他町村を見ていますと、阿見町それから美浦村、稲敷市なんかも非常に工業団地の

そういう誘致が盛んになっております。この前、知事ともお話ししたんですけれども、非常にこ

れから茨城県は有望であろうという話を聞いております。ですから、私もこれからの、今工業団

地は９割方はほとんど埋まっているのかな、という感じでいますけど、これから工業団地もまた

大きな税収の原資でございますので、そういうこともちょっと考えて、何かをちょっと打ってみ

たいなという気持ちはございます。ですから、今非常にそういう情報を、牛久でどういう土地を

用意したらいいか、どういう企業が考えられるのかということを、私もちょっと動きたいなと思

っております。皆さん何かいい、そういうふうなことで、こういうことをすればまたいいよと、

効果的だよという御意見がございましたら、ひとつよろしくお願い申し上げます。 

○板倉委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 ３６、３７ページです。 

 土木費の中の公園費の中の０１０５「都市公園と一般公園を安全に管理する」、先ほどの御説

明だと見直しのために先送りという御説明がございましたが、今後この公園の長寿命化計画をど

のように見直していくお考えなのか、その辺を伺います。 

 それとその下の０１０９「田宮西近隣公園を整備する」の工事請負費の減額なんですが、この

減額の問題と、それから４ページ、５ページの繰越明許ですね。都市計画費の中の「近隣公園を

整備する」８２９万２，０００円、たしか先ほど工事費について繰り越すという説明がありまし

たが、この辺の兼ね合いがどうなのか、その辺を伺います。 

○板倉委員長 都市計画課長。 

○山岡都市計画課長（まちづくり推進室長及びエスカード対策室長兼務） それではまず「都市

公園や一般公園を安全に管理する」のほうからお答えいたします。 

 こちらにつきましては、平成２３年度に作成しました長寿命化計画、当初計画がございまして、

こちらの中間見直しを予定しておりましたけれども、田宮西近隣公園の供用が平成２９年度予定

されること、また利用頻度の少ない施設などもあることから、県の担当課のほうと協議をいたし

まして、長寿命化のみならず施設自体の見直しも含めた業務として実施することとしまして、平

成２８年度の調査を見送ることとしたため、減額補正させていただくものでございます。 
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 それから、田宮西近隣公園の整備に関しましてですが、こちらですね、平成２７年度の予算を

繰り越ししておりまして、こちらで平成２９年１月１３日に田宮西近隣公園工事のほうの工事を

発注しております。それに伴いまして地元説明会等も実施しておりまして、今現在、先ほどお話

しになりました繰越金額、繰り越しが８２９万２，０００円ですか、こちらにつきましては、平

成２８年度予算分の工事費を平成２９年度に繰り越しをさせていただくものでございます。以上

です。 

○板倉委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 今の田宮西近隣公園についてもうちょっと詳しく聞きたいんですが、そうしますと

３７ページにあるのは平成２７年度分の繰り越しの分を減額ということなのか、繰越明許のほう

は平成２８年度分を平成２９年度に繰り越すということなのか、ちょっとその辺をもう少し詳し

く説明をお願いします。 

 それと公園のほうですね。平成２８年度の分については、計画のことについては見直すという

こと、そうしますとこの計画については今後どういうふうに考えていくのか、その辺を伺います。 

○板倉委員長 都市計画課長。 

○山岡都市計画課長（まちづくり推進室長及びエスカード対策室長兼務） 申しわけありません、

３７ページの減額１，１０６万４，０００円につきましては、平成２８年度の予算の減額となり

ます。こちら、先ほどちょっとお話ししましたように、やはり全体事業の経費削減のため見直し

を行いまして、基本的には平成２７年度の予算で工事のほうの完成を目指すということで予定し

ておりましたが、実際ちょっと金額的に不足する部分がありまして、平成２９年度の予算分とし

て繰り越しさせていただきます８２９万２，０００円、こちらのほうと合わせて工事のほうを実

施するということになります。以上です。 

 それから、済みません、公園長寿命化計画につきましては先ほどお話ししましたように、田宮

西近隣公園の供用が平成２９年度に予定されておりますので、平成３０年度にその計画業務のほ

うの委託を予定しております。以上です。 

○板倉委員長 以上で議案第１２号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は１１時２５分といたします。よろしくお願いします。 

                午前１１時１７分休憩 

                                  

                午前１１時２５分開議 

○板倉委員長 それでは再開いたします。 

 次に議案第１４号、平成２８年度牛久市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）を議題と

いたします。議案第１４号について、提案者の説明を求めます。下水道課長。 

○野島下水道課長 それでは平成２８年度牛久市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）の

内容につきまして御説明をいたします。 

 まず２ページ、３ページをごらんください。 

 第２表繰越明許費でございますが、款１下水道事業費項１下水道管理費におきまして３事業、
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項２下水道建設費におきまして８事業、合計１１事業につきまして、上水道などの占用物の移設、

用地交渉などに時間を要したことによりまして、年度内の完了が困難となったことから、平成２

９年度に繰り越しをさせていただくものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。８ページ、９ページをごらんください。 

 上からまいります。款３国庫支出金項１国庫補助金目１下水道事業費国庫補助金節１下水道建

設費補助金でございますが、国の補助交付額決定に伴いまして、旧浸水対策補助、雨水事業にな

りますが、こちらとして１，２７９万２，０００円、旧地震対策補助、汚水の長寿命化等でござ

いますが、こちらで８６１万９，０００円。合計２，１４１万１，０００円を減額するものでご

ざいます。 

 次に、款５繰入金項１他会計繰入金目１一般会計繰入金節１一般会計繰入金でございますが、

下水道事業の特別会計におきまして、国の補助交付額決定、事務事業の執行額の確定及び今後の

執行見込みによる調整に伴いまして４，１８７万９，０００円を減額するものでございます。 

 次に、款８市債項１市債目１下水道建設債節１下水道建設債でございますが、国の交付額決定、

事務事業の執行額の確定及び今後の執行見込み等の調整に伴いまして、汚水事業債として９１０

万円、雨水事業債として２，７６０万円、流域下水道事業債として１４０万円、合計３，８１０

万円を増額するものでございます。 

 続きまして、歳出でございます。同じページの半分から下になります。 

 款１下水道事業費項１下水道管理費目１一般管理費０１０４「受益者負担金を徴収する」こち

らにつきましては、受益者負担金の一括納付者が当初見込みより少なかったことによりまして、

報償費を４０万円減額するものでございます。 

 次にその下、目２維持管理費０１０１「汚水管を維持管理する」でございますが、工事請負費

につきましては補修工事の発注がなかったことにより４００万円の減額、負担金につきましては

霞ケ浦常南流域下水道維持管理負担金につきまして、汚水量が当初の見込みより少なかったこと

に伴いまして１，３０６万１，０００円の減額、合計１，７０６万１，０００円を減額するもの

でございます。 

 その下、０１０２「ポンプ場施設を維持管理する」でございますが、マンホールポンプ内の汚

水ポンプ交換を取りやめたことによりまして４０８万８，０００円を減額するものです。 

 最後に、一番下の欄です。款１下水道事業費項２下水道建設費目２公共下水道（雨水）建設事

業費０１０２「田宮地区の雨水環境を敷設する」でございますが、執行額確定に伴いまして、工

事請負費として３２１万４，０００円、補償金として４２万７，０００円、合計３６４万１，０

００円を減額するものでございます。以上でございます。 

○板倉委員長 これより議案第１４号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。 

       〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○板倉委員長 以上で議案第１４号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に議案第１５号、平成２８年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第２号）を議題とい
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たします。議案第１５号について提案者の説明を求めます。農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 それでは平成２８年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて御説明いたします。 

 今回補正として上げるものは、事業確定及び見込みですね。事業見込みによる減額補正のみと

なります。以上です。 

○板倉委員長 これより議案第１５号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。杉森委員。 

○杉森委員 １点だけ質問させていただきます。 

 青果市場を運営するということですけれども、その中で牛久市の一つの特徴として庭先集荷を

行っているということがあるわけですけれども、それのちょっと実情というのを再確認の意味で

お聞きするんですが、それに従事している人は何人で、あるいは車何台でやっているのか。そし

てまたその頻度ですね、季節によって違うでしょうからあれですけれども、どの程度年間を通し

て考えた場合やっているのか。また集荷先、農家の数ですけれども、どの程度回っているのか。

その点についてお聞きいたします。 

○板倉委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 それでは、ただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

 市場のほうで行っております庭先集荷、これに当たっている職員は全部で４名で、車のほうは

２台を利用しております。水曜日と日曜日が市場のほうは休みですので、それ以外の日ほぼ全日、

毎日ですね、行っております。庭先集荷をしている軒数ということですけれども、小さい個人の

農家、または個人の栽培者を含めますと、全部で年間で通しますと五百から六百軒をその時期、

品物によって回っているというような状況です。以上です。 

○板倉委員長 杉森委員。 

○杉森委員 その庭先集荷をする対象というのは、何か基準というのがあるんですか。それとも

希望をすれば大体受けてくれるというふうなことなのか、その辺についてお聞きします。 

○板倉委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 再度の御質問にお答えいたします。 

 庭先集荷の先ということなんですけれども、こちらのほうは市場に出荷できる品物をつくって

いただけるということであれば、御連絡いただければそちらのほうに伺わせていただいておりま

す。ただ、ある程度の数と品質というのは絶対条件になりますので、そちらのほうに適応してい

れば庭先集荷のほうをさせていただいておるのが現状でございます。以上です。 

○板倉委員長 以上で議案第１５号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１７号平成２８年度牛久市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）を議題

といたします。 

 議案第１７号について、提案者の説明を求めます。商工観光課長。 

○大里商工観光課長 議案第１７号平成２８年度牛久市工業用地造成事業特別会計補正予算（第

１号）につきまして、御説明させていただきます。 
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 補正予算書の６ページ、７ページになります。 

 企業誘致事業等推進基金の預金利子が発生したことによりまして、１万円を歳入歳出同額で計

上するものでございます。以上でございます。 

○板倉委員長 これより議案第１７号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。杉森委員。 

○杉森委員 直接関係ないんですけれども、遠藤委員から土地開発基金で購入した土地というの

が資料をいただいたわけですけれども、先ほど市長のほうからは工業用地の残がもうないという

ことが言葉の中にあったかと思いますけれども、現状がちょっとよく私はこの場所とあれがぴっ

たりわからないので聞くんですけれども、例えばこの中で企業誘致のために土地先行取得という

形でやっている中の土地の中で、工業用地として、ほかとの関連の中でやる、やらないという問

題もあるでしょうからあれですけれども、今の現状は土地自体がほとんどないという現状なのか、

あるいはある程度まだあるという状況なのか、その辺の状況についてお聞きいたします。 

○板倉委員長 商工観光課長。 

○大里商工観光課長 ただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

 牛久市では桂工業団地、奥原工業団地、二つの工業団地がございます。そちら全ての工業団地

の区画は既に販売済みでございます。ですので、空きの区画というのはございません。しかしな

がら、奥原工業団地の中でホギメディカルですね、そちらが保有している土地が１区画あるんで

すが、そちらには工場が建っていない状況でございまして、ホギメディカルのほうでそちらを売

却したいという意向がございますので、今の牛久市の企業誘致といたしましてはそちらの１区画

について誘致を行うという形になります。以上でございます。 

○板倉委員長 杉森委員。 

○杉森委員 今のお話ですと、区画としての土地はもうないということですけれども、こちらに

土地先行取得した土地というのは分散しているというのは聞いているんですけれども、これらを

合わせた形で何かできるという可能性は十分にあるというふうに判断しているのか、これらはち

ょっと使いようがないというふうに判断しているのか、その辺をちょっとお聞きしたいんですが。 

○板倉委員長 商工観光課長。 

○大里商工観光課長 そちらの先行取得をした土地につきましては非常に点在していて、あとは

その道路等とかにも接続をしていない関係から、そちらは工業団地にすることは難しいと判断い

たしております。 

○板倉委員長 以上で議案第１７号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第２７号牛久市道路線の認定についてを議題といたします。 

 議案第２７号について、提案者の説明を求めます。道路維持課長。 

○山田道路維持課長 よろしくお願いいたします。牛久市道路線の認定について、道路法第８条

第２項の規定により、別紙の牛久市道路線の認定について御説明いたします。 

 道路の種類、路線名、路線認定箇所についてページごとに御説明いたしますので、よろしくお

願いいたします。 
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 最初に、牛久市道３４８２号線、ひたち野西四丁目三十三の二から四丁目三十三の七、延長が

５６メートル、幅員が５メートルから６メートル、面積が３０２．平米でございます。これは開

発行為による帰属された道路でございまして、９区画、つまり９宅地が供給されております。 

 次に、合計５本の市道でございます。 

 ３４８３号線、ひたち野東三丁目十六の百二から三丁目十六の八十七、延長が２０２メートル、

幅員６メートル、面積１，２２７．５０平米。 

 続きまして３４８４号線、ひたち野東三丁目十六の二十六から三丁目十六の六十三、１７０メ

ートル、６メートル、１，０２９平米。 

 同じく３４８５号線、ひたち野東三丁目十六の十三から三丁目十六の三十四、延長１３４．５

０メートル、幅員６メートル、８１５平米。 

 続きまして３４８６号線、ひたち野東三丁目十六の七十から三丁目十六の三十まで、８７メー

トル、６メートル、４７４．５０平米。 

 最後に３４８７号線、ひたち野東三丁目十六の六十一から三丁目十六の六十二まででございま

す。２７．５０メートル、６メートル、１７６．５０平米でございます。 

 以上５本、開発行為による帰属された道路でございます。８７宅地が供給されました。 

 続きまして３４８８号線、田宮五百九十八の十九から五百七十六の百三十三、１６メートル、

５メートル、８０平米、こちらは城中田宮線、市道２３号線整備事業の取りつけ道路として認定

するものでございます。２３号線とこのＹ字路が交差し、通行上の安全を考え、ここに三角形の

公園がありますが、この公園の一部を認定し、２３号線とつなげるものでございます。かわりに

このＹ字路の北側の道路部分を公園にと予定しております。まずは認定し、北側道路部分廃止に

ついては２３号線工事進捗により進めていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして３４８９号線、中央四丁目八の十二から四丁目八の三、６０．５０メートル、６メ

ートルから９メートル、３９８．５０平米、開発行為による帰属させた道路でございます。６宅

地が供給されました。 

 続きまして３４９０号線、南三丁目三十三の二十から三丁目三十三の十九まで、６６．５０メ

ートル、６メートルから８メートル、４２０．平米。もう少しですね。開発行為による帰属され

た道路でございます。９宅地が供給されました。 

 続きまして３４９１号線、城中町千九百四十の十二から城中町千九百四十の九まで、１８メー

トル、４．２０メートル、８２平米でございます。道路用地の寄附された土地です。こちらは６

宅地、供給されております。 

 最後に３４９２号線、牛久町五十八から牛久町五十六、９３．５０メートル、５メートル、４

６７．５０平米でございます。こちらは市道として整備するため認定するものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○板倉委員長 これより議案第２７号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。 

       〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○板倉委員長 以上で議案第２７号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第２８号牛久市道路線の路線変更についてを議題といたします。 

 議案第２８号について、提案者の説明を求めます。道路維持課長。 

○山田道路維持課長 よろしくお願いします。 

 牛久市道路線変更について、道路法第１０条第２項の規定により別紙の牛久市道路線の変更に

ついて御説明いたします。 

 道路の種類、路線名、路線変更箇所についてページごとに御説明いたしますのでよろしくお願

いいたします。 

 最初に３３４号線、変更前が起点・終点、下根町八百十一から下根町千六十七の二、延長が５

７６．８２メートル、幅員が３メートルから５．４０メートル、面積が２２６３．２１平米。変

更後が、下根町八百十一から下根町千七十三の一、延長が８１８メートル、幅員は同じく３メー

トルから５．４０メートルでございます。面積は３０４２．００平米ということです。こちらは

土地改良事業での道路引き継ぎ時の認定漏れでございます。大変申しわけありませんが、以後気

をつけますので御理解のほどどうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして３２０１号線、変更前がひたち野東三丁目三十五の一から東三丁目三十四の四、５

５．１８メートル、幅員が６メートル、３４３．４８平米でございます。変更後が、同じくひた

ち野東三丁目三十五の一から下根町の千七百六十二になります。延長は２２３．５０メートル、

幅員は６メートル、面積は１３７１平米でございます。こちらは土地区画整理事業での道路引き

継ぎ時の認定漏れでございます。同じく、大変申しわけございませんが、以後気をつけますので

どうぞよろしくお願いいたします。以上でございます。 

○板倉委員長 これより議案第２８号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。 

       〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○板倉委員長 以上で執行部提出議案に対する質疑及び意見は終了いたします。 

 続いて討論を行います。 

       〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○板倉委員長 なければ、以上で討論を終結いたします。 

 これより付託されました案件につきまして、順次採決いたします。 

 採決は、挙手により行います。 

 まず、議案第１１号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手全員であります。よって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１２号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手全員であります。よって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１４号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 
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        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手全員であります。よって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１５号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手全員であります。よって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１７号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手全員であります。よって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２７号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手全員であります。よって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２８号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手全員であります。よって、議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

 ここで執行部の方は退席されても結構です。 

 次に、請願第１号農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願を議題といたします。 

 請願第１号について意見のある方は御発言願います。遠藤委員。 

○遠藤委員 この請願第１号について、少し述べたいと思います。 

 この請願事項である農業者戸別所得補償制度、これは米価が恒常的に生産費を下回ることから、

生産数量目標に従ってお米を生産する農業者に対して、標準的な生産費、これは経営費と家族労

働の分の８割といわれていますが、それと販売価格、これは平均価格の差額を補塡する制度とし

ていわれております。平成２５年産米では１０アール当たりこの１万５，０００円が交付をされ

ておりまして、生産を下支えしておりました。趣旨のところにも書いてありますが。ところが平

成２６年度、経営所得安定対策、これは安倍政権が名称変更して、１０アール当たり７，５００

円に引き下げられております。この制度は平成３０年には廃止をされるということになってしま

います。しかし、平成２６年の生産費としては６０キロ、１俵当たり１万５，４１６円というこ

とで、だんだんつくればつくるほど農業者にとっては赤字になって、米づくりをやめるしかない

というような状況も、今生まれつつあります。 

 こういう中で、やはり生産費を償うというこの農業者戸別所得補償制度を復活させて、国民の

食糧とそういう環境とか国土を守る、このことはこの請願事項にも当然と思いますので、ぜひこ

の請願を牛久市議会として採択していただきたいと、このように私は賛成の立場で申したいと思

います。以上です。 

○板倉委員長 ほかにありませんか。 

       〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○板倉委員長 なければ、以上で意見を終結いたします。 

 次に、討論がありましたら御発言願います。 
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       〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○板倉委員長 なければ、以上で討論を終結いたします。 

 これより請願第１号につきまして、採決いたします。 

 採決は、挙手により行います。 

 請願第１号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○板倉委員長 挙手少数であります。よって、請願第１号は不採択と決しました。 

 以上をもちまして本委員会に付託されました案件審査は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。委員長報告書の作成は委員長一任ということで御異議ありませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○板倉委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告書の作成は委員長一任と決定いたしました。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

                午後１１時５３分閉会 


